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当
初
は
雇
用
に
消
極
的
だ
っ
た
経
営

陣
に
、
根
気
よ
く
そ
の
有
用
性
を
説
明

す
る
こ
と
で
採
用
。
２
０
１
２
年
６
月

に
１
人
配
置
、
日
中
の
救
急
診
療
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。

配
置
の
効
果
は
、
わ
ず
か
数
カ
月
で

現
れ
た
。
救
急
救
命
士
が
電
話
対
応
と

ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
応

需
率
が
上
昇
。
そ
の
ほ
か
、
医
師
や
看

護
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
職
が
必
要
な
業
務
に
集
中

で
き
る
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
実

際
に
、
こ
れ
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
に
は
常

に
３
人
の
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
た

が
、
２
人
で
も
運
営
で
き
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
医
療
資
源
の
効
率
化
に
つ
な

が
っ
た
。

取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、

院
内
で
も
救
急
救
命
士
の
重
要
性
が
認

知
さ
れ
て
い
き
、
16
年
５
月
時
点
で
３

人
に
増
員
。
日
中
だ
け
で
な
く
、
休
日

院
内
救
急
救
命
士
の
配
置
で 

医
師・看
護
師
の
業
務
効
率
化

一
般
病
棟
４
１
５
床
を
有
し
、
東
京

都
中
野
区
の
２
次
救
急
を
支
え
て
い
る

一
般
財
団
法
人
自
警
会
東
京
警
察
病
院
。

同
院
の
救
急
外
来
を
担
当
し
て
い
る
救

急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｅ
Ｒ
型
の
救
急
体

制
を
と
っ
て
お
り
、
救
急
科
専
門
医
が

あ
ら
ゆ
る
救
急
患
者
に
対
し
て
初
期
診

療
を
行
っ
て
い
る
。

従
来
は
救
急
科
専
門
医
が
診
察
も
電

話
対
応
も
行
っ
て
い
た
が
、
診
察
中
に

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
、
手
が
離

せ
な
く
て
電
話
を
と
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ど
の
事
態
が
発
生
し
て
い
た
。
そ

こ
で
、
救
急
科
の
金
井
尚
之
部
長
は
、

救
急
救
命
士
を
同
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、

医
師
補
助
業
務
を
担
当
す
る
よ
う
体
制

の
整
備
を
行
っ
た
。

「
救
急
救
命
士
は
学
生
時
代
か
ら
救
急

医
療
に
携
わ
る
者
と
し
て
教
育
を
受
け

て
い
る
、
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
の
専

門
家
で
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
に
慣
れ
て
い

て
最
適
な
判
断
が
下
せ
る
こ
と
、
ま
た
、

同
職
種
で
あ
る
救
急
隊
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
む
こ
と
は
、

当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
不
可
欠
だ
と
思

い
、
救
急
救
命
士
の
配
置
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
」（
金
井
部
長
）

一般財団法人自警会

東京警察病院
院内救命士が救急医療を支援

ホスピタルの　　　
と光る取り組み

を追う

一般財団法人自警会東京警察病院は、救急センターに救急救命士を
３人配置。最適なトリアージで救急搬送受け入れを担うほか、医師
業務や看護業務もサポート。「救急を断らない病院」として、効率的
な救急医療体制を実現している。

迅速な救急搬送受け入れに
院内の救急救命士が活躍
救急センターでの実際の診療風景

救急科の金井尚之部長

(C) 2016 日本医療企画.
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ジ
だ
が
、
そ
の
ほ
か
に
医
師
補
助
・
看

護
補
助
業
務
も
担
っ
て
い
る
。
医
師
補

助
で
は
、
▽
当
日
対
応
医
師
の
確
認
、

▽
消
防
庁
と
の
連
絡
端
末
の
管
理
、
▽

搬
送
患
者
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や
心
電

図
の
測
定
、
▽
医
療
処
置
の
介
助
─
─

を
担
当
。
看
護
補
助
で
は
、
▽
看
護
記

録
の
記
載
、
▽
輸
液
ル
ー
ト
の
作
成
、

▽
採
取
さ
れ
た
検
体
検
査
の
提
出
、
▽

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
内
視

鏡
な
ど
の
検
査
出
し
、
▽
入
院
患
者
の

申
し
送
り
、
▽
医
療
行
為
に
必
要
な
物

品
管
理
─
─
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
同

セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

「
救
急
隊
で
の
勤
務
は
、
病
院
に
届
け

る
ま
で
が
仕
事
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
に
ど
ん
な
診
療
を
す
る
か
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
知
る
こ
と
は
、
救
急
救
命

士
と
し
て
も
大
事
な
視
点
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
救
急
救
命

士
の
廣
岡
大
輝
氏
は
話
す
。
ま
た
、
同

じ
く
救
急
救
命
士
の
井
上
夏
実
氏
は
、

女
性
の
救
急
救
命
士
と
い
う
視
点
か
ら

次
の
よ
う
に
語
る
。

「
現
在
、
約
２
万
４
０
０
０
人
の
救
急

救
命
士
が
救
急
隊
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
女
性
は
約
７
０
０

人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
活

躍
の
場
の
一
つ
と
し
て
女
性
の
救
命
士

帯
も
業
務
に
あ
た
る
だ
け
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
救
急
搬
送
受
け

入
れ
件
数
に
つ
い
て
も
、
12
年
度
は
救

急
科
医
師
の
退
職
に
よ
る
件
数
減
少
が

見
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
毎
年
右

肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

「
地
域
の
救
急
隊
や
住
民
の
方
か
ら
も

『
救
急
を
断
ら
な
い
病
院
』と
い
う
印

象
が
根
づ
い
て
き
ま
し
た
。
当
院
の
経

営
面
と
、
地
域
へ
の
貢
献
の
両
方
に
役

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」と
金
井
部

長
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

法
規
制
の
あ
る
救
命
士
の
医
療
行
為 

今
後
は
さ
ら
な
る
拡
充
を
め
ざ
す

救
急
救
命
士
の
主
な
役
割
は
前
述
の

と
お
り
、救
急
隊
と
の
対
応
と
ト
リ
ア
ー

が
増
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
」

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
院

内
救
急
救
命
士
の
役
割
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
一
方
で
、
ジ
レ
ン
マ
も
あ

る
と
金
井
部
長
は
指
摘
す
る
。

「
院
内
の
救
急
救
命
士
も
救
急
救
命
士

法
に
則
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
法
は
、

救
急
車
内
で
の
心
肺
機
能
停
止
の
患
者

の
み
に
行
う
処
置
が
多
く
、
院
内
で
の

救
急
医
療
行
為
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
咽
頭
鏡
の
使
用
や
口
腔
内
吸

引
、
呼
吸
不
全
に
対
す
る
酸
素
投
与
な

ど
、
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
医
師
の
指

導
・
監
視
の
も
と
実
施
が
許
容
さ
れ
て

い
る
医
療
行
為
も
あ
る
の
で
、
救
急
救

命
士
の
活
躍
で
き
る
範
囲
を
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
」

今
後
は
、日
中
と
休
日
だ
け
で
な
く
、

夜
間
帯
に
も
救
急
救
命
士
を
配
置
し
て

同
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

「
院
内
に
お
い
て
救
急
救
命
士
の
必
要

性
は
十
分
に
浸
透
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
経
営
判
断
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に

増
員
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
は
24
時
間
３
６
５
日
、
救
急
救

命
士
が
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
め

ざ
し
ま
す
」と
金
井
部
長
は
意
気
込
み

を
見
せ
る
。

左から、救急救命士の井上夏実氏と廣岡大輝氏

住所：東京都中野区中野4丁目22-1
TEL：03-5343-5611
URL：http://www.keisatsubyoin.or.jp
病床数：415床（一般病棟7：1入院基本料）
診療科：総合診療内科、腎代謝科、血液内科、消化器科、循環
器科、呼吸器科、膠原病リウマチ科、神経科、小児科、外科、
整形外科、脳神経外科、形成・美容外科、皮膚科、泌尿器科、
産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、麻酔科、放射線科、リハビリテー
ション科、救急科、病理診断科
職員数：820人（常勤医107人、16年5月）
救急搬送受け入れ件数：4669件（2015年度）

一般財団法人自警会

東京警察病院
1929年、警視庁職
員の共同出資により
千代田区に開設。
2008年に中野区に
移転した。“地域に密
着した急性期病院”
と“災害拠点病院と
しての体制構築”を掲げ、救急医療を中心に地域医療に
貢献している。

(C) 2016 日本医療企画.




